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大
學
敎
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o
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に
窬
せ
た
る
公
開
狀
ホ
に
漿
べ 

て
日
く「

余
は
余
が
現
實
の
宗
敎
上
の
勤
行
及
び
佘
が 

管
區
の
政
務
の
外
に
、
深
く
现
代
に
於
け
る
諸

般

の
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搖
を
探
究
せ
ヶ
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而
し
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常
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し
も
害
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り
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る
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粜
に
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し
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な
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し
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る
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ビ
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於
け
る
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狢
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二
卷

多
相
互
軋
礫
の
行
爲
を
觀
察
ず
る
の
機
會
を
佘
に
與
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た
办
。
是
等
の
不
幸
な
へ
る
臆
斷
及
び
課
想
を
是
正
す
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が
爲
め
に
、
余
は
余
が
本
來
の
任
務
を
果
し
た
る
後
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か
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涯
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あ
ら
ゆ
る
餘
暇
を
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而
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斯
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當
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實
際
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會
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し
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の
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を
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に
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を
迎
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し
き
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て
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督
敎
的
熟
情
並
に
過
激
な
る

惯
侶
魂
を
以
て
顯
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允
る
人
に
し
て
、
殆
ど
大
#
«
の
政
客
の
間
に
最
も
强 

烈
に
し
て
丑
つ
最
も
危
險
な
る
’苹
命
論
潑
S
認
め
ら
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ね
る
彼
の
猶
太
人
^
涴
1
等
し
き
懷
熱
、
論
調
及
び
餾
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句
を
以
T
勞
働
階
級
の
*
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に
努
め
た
る
も
の
ぁ
る
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見
る
は
、
蓋
し
是
を
以
て
'嚆
矢
ビ
爲
す
。
.洵
に
本
書
の 

全
部
を
通
じ
て
«

&
を
.！-
僧
正
はF

ep
d

B-and 

Lassalle 

(

，其
0
人
に
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し
き
語
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思
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と
而
し
て
屢
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文
字
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を
使
用
し
た
り
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彼
れ
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全
然
現
代
の
產
業
紕
織
に
對 

す
るLassalle

の
破
壞
的
枇
評
を
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認
じ
た
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の
み
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す
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1|
:
會
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に
於
て
'も
>
彼
れ
は
屢 

,
々
此
の
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太
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の
血
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た
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し
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合
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猶
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に
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の
勢
カ
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借
ら
ん
こ
太
人
の
共
同
墓
地
に
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葬
せ
ら
れ
、
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此
處
に
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ビ
を
哀
請
す
る
や
、
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は
最
も
懇
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に
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を
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索
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に
し
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つ
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な
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し
た
；名
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み
な
ら
ず
、
被
の
女
は
又
此
の
名
糨
鑛
々
た：」

肉
身
の
遺
骸
は
橫
呔
る」

ビ
云
へ
る
簡
軍
な
る
墓
銘
を 

る
高
僧
が
1』

5
5巴
0
:を
識
ズ
に
當
->
て
傑
甚
な
る
同
惝：

止
め
た
り
。
而
も
彼
れ
が
唯
物
主
義
者
に
し
て
且
つ
猶 

Z
敬
慕
の
念
と
に
滿
て
を
の
it
餹
を
以
で
し

、

，最

高
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.
太
人
の
血
を
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へ
た
る
革
命
家
た
り
、
加
ふ
る
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決
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敬
を
價
す
る
の
人
ビ
3
で
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.を
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賞
す
.る
を
聽
く
の
を
以
て
斃
れ
た
る
も
の
な
る
に
も
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ら
す
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彼
れ
に
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滿
足
を
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し
た
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と
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を
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し
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意
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の
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濟
的
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而
し
て
此
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民
主
主
義
の
大
先
達
が
宛
も
通
俗
な
る
中
に
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せ
ら
れ
た
る
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の
大
部
分
を
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‘し
た
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愛
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も
、
政
府
は
庶
近
代
に
於
け
る
吾
が.議
會
の
主
喪
I

先

占

i
 

民
の
1不
威
a
®/
を
畏
れ
で
彼
の
女
のft
晝
を
實
施
す
る
形
成
す
と
雖
も
、
然
も
社
會
問
題
は
人
10
大
多
^

の
扮
. 

を
禁
じ
た
り
。
斯

く

てI
I

H
e

は

Breslau 

f

®

與
す
る
所
に
し
て
、
隨
つ
て
政
治

.第

十
§
 

(
一
1

九)

雜

0 

t
ソ
デ

>
v整
ミ

其

の「

龄
働
間
姐
及
び
蓉
敎」

辦

5

’ 

•一
一 

九



l

i

 

(

ー
ニ
〇)

.

雜

._

錄

.

ャ
乂
テ
ン
&

正
と
|

5

働
即
膜
及
ゥ
|

锻
数」

2

雛 

ー
ニ
〇

耍
な
る
も
の
な
b
.
。

各

政

黨

が

说

衆

の

同

情

|:
»

«

せ 

ん
こ
ビ
を
觉
む
る
時
、
彼
れ
等
は
最
も
追
從
的
な
る
約 

諾
を
S
示
し
て
彼
れ
等
の
意
を
迎
ふ
る
に
努
む
る
も
、
 

而
も
其
の一

度
政
權
を
掌
®
す
る
や
、
' 直
に
之
を
遺
却 

し
て
顧
み
ず
、
庶
民
は
斯
く
て
觅
に
贫
困
に
页
に
失
盟 

の
裡
に
拋
棄
せ
ら
る
、
な
6
。
如
何
に
多
く
の
爲
政
家 

が
祺
に
人
民
を
欺
瞞
す
る
に
資
す
る
の
み
に
し
て
"
毫 

も
彼
れ
等
に
眞
正
な
る
利
益
を
馓
す
Y 
と̂
な
き
這
般
の 

「

溶
解
性
#
見」

に
侬
り
て
典
の
名
激
を
S
ち
柑
穴
& 

し
ど
。
.

槪
言
す
れ
ば
勞
働
階
級
の
大
多
數
は
彼
れ
等
が
日
 々

の
勞
«
に
生
訃
を
營
み
つ
、
あ

る

も

の

な「
而
し
て 

勞
飯
は
最
狹
の
語
義
に
於
け
る
最
も
熾
密
な
る
生
活
の 

必
要
品
に
從
つ
て
決
定
せ
ら
る
。『

換
言
す
れ
ば
其
の
食
、
 

^

及
び
住
並
に
彼
れ
の
有
形
的
存
在
を
維
持
す
る
が
爲 

め
に
必
要
不
可
缺
な
る
所
の
も
の
に
從
つ
て
定
ま
る
な 

n

i
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其
の
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對
論
者
i
:の
間
に
於
け
る
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戰
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人
足
を
欺
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す
る
1
な
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し
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克
く
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否
定
す
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^
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ざ
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な
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這
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a
s
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a
l
l
e

の
見
®
を
承
©
し
て
日 

く

「

現
代
に
於
て
は
勞
働
は
ぁ
ら
ゆ
る
他
の
貨
物
を
支 

一
配
す
る
法
則
に
從
ふ
可
き

一
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と
爲
れ
り
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a
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r
e
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勞
働
の
代
惯
た
る
勞

銀
は
必
然
他
の
商
品
の
價
袼
ビ
等
し
く
需
要
及
び
供
給 

に
出
办
て
調
整
せ
ら
る
。
財
貨
の
.惯
格
は
必
然
生
產
に 

\

必
要
缺
く
可
ら
.ざ
■る
#
.用
に
^
り
て
決
定
せ
ら
る
。
然 

れ
ど
も
競
#
は
製
造
業
潘
を
し
て
最
低
可
能
な
る
生
產 

一
戡
に
於
て
生
産
せ
し
む
る
に
至
る
、
而
し
て
若
し
'彼
れ 

に
し
て
能
ふ
可
く
ん
ば
、
彼
れ
ょ
ぅ
も
高
き
價
格
に
於 

:
て
の
み
能
く
同
一
«
物
を
供
給
し
得
可
き
潘
の
全
部
を 

悉
く
市
場
ょ
卜
驅
逐
せ
ん
こ
と
を
努
む
る
な
る
可
しo 

.
又
往
々
に
し
て
褎
滅
の
危
機
に
»
し
っ
、
ぁ
る
一
部
§

H

業
を
支
持
し
、
而
し
て
他
の
手
段
に
依
う
て
は
全
然
請
す
る
に
努
む
る
な

6
。
最
後
に
他
の
貨
物
に
對
す
る 

不
可
能
な
る
其
の
存
在
を
暫
く
延
長
せ
ん
が
爲
め
に
生
S
等
し
く
、
此
の
人
的
商
品
が
费
用
價
格
以
下
に
て
提 

產
*
は
费
用
©
格
以
下
を
以
て
販
賣
を
行
ふ
な
'!
)
:、
斯

供

せ

ら

る

可

き

11
は
れ
た
る
日
の
到
來
を
見
る
な
$
。
 

.く
の
如
&
經
過
ょ
う
生
ず
：る
必
然
の
結
，艰
は
正
に
崩
壤
即
ち
卒
直
に
謂
へ
ば
必
要
は
：不
幸
な
る
勞
働
渚
を
驅
つ 

•と

敗

滅

と

な

而

し

^
財
貨
の
.價
格
が
生
産
锻
に
凼

.

.

て
、
彼
れ
及
び
其
の
家
族
の
最
も
緊
切
な
る
欲
蕻
を
も 

う
て
決
定
せ
ら
る
、
時
に
於
て
彡
へ
、
勞
働
の
價
格
は
滿
足
せ
し
む
る
に
足
ら
ざ
る
勞
銀
を
哀
請
す
る
に
¥;ら 

人
間
の
.欲
望
、
即
ち
其
の
食
、
衣
ぶ
住
の
最
少
费
用
に
し
む
る
の
刹
那
に
遭
遇
す
る
な
り
。
是
に
茧
つ
て
彼
れ 

,
wり
て
調
整
せ
ら
，る
。
製
造
業
溝
似
其
の
競
带
蕃
を
厘
の
勞
銀
は
衣
食
住
の
用
に
供
ふ
可
き
最
も
嚴
密
な
る
意 

「

倒
せ
ん
が
爲
め
^
彼
れ
が
カ
の
限
ゥ
を
盡
し
て
注
產
原
_
rc
於
け
る
必
晋
IU
I
を
も
獲
得
す
る
に
足
ら
ざ
る
が
次 

;:«
を
削
減
せ
ん
こ
と
を
^
む
、
若
し
勞
働
の
：供
給
過
多
に
、
之
を
も
剝
奪
し
去
つ
て
彼
れ
及
び
其
の
家
族
に
對 

な
る
場
合
に
は
、
勞
働
者
は
1>
5
1炎
の
場
合
に
於
け
る
ビ
し
て
何
物
を
も
殘
す
こ

V」

な
き
な
b
。

m

、
最
も
嚴
密 

等
し
ぐ
、
彼
れ
に
し
<
活
ん
$」

を
欲
せ
ば
、
自

ら

絕

な

る

意

義

^
於
け
る
必
、要
品
を
も
剝
#
せ

ら

る

>こ
と 

I對
の
須
喪
品
に
對
し
て
も
_
減
を
加
ふ
る
C7
)
.己
む
な
き|

數
日
に
亘
る
も
の
す
ら
あ
^

^
聞
く
に
至
つ
て
は
、
如 

に
至
る
可
し
。
製
造
業
輿
は
市
場
の
主
な
り
、
而
し
て
何
に
彼
れ
等
が
窮
追
苦
惱
の
深
淵
に
沈
淪
し
つ
、
あ 

『

最
少
の
報
酬
に
對
し

V

勞
作
せ
ん
と
し
つ
、
あ
る
漭
る
か
を
、
此
の
一
語
中
に
表
明
し
盡
し
て
餘
諷
な
き
に 

は
誰
ぞ』

ビ
如
ふ
、斯
く
て
此
の
邀
請
に
對
し
、
勞
働
考
あ
ら

^
や」

云
.々
と(

同
書
十
七
及
び
九
頁)

o 

は
彼
れ
等
が
欲
暮
の
急
迪
に
軀
ら
れ
、
相
競
ふ
で
其
の
.

今
や
勞
働
潘
即
ち
人
類
大
部
分
，の
物
.質
的
俘
在
^>
.|
3 

勞
#
の
數
il
に
比
し
て
價
値
著
し
ぐ
劣
れ
る
勞
銀
を
®

場
の
•動
搖
並
に
财
货
の
^

格
に
依
賴
”す
る
げ
琳
^
を
疑

热
十
ニ
卷(

ニ
ニ
-

)

雜

錄

t
yテ 

>ル
«
止
と
其
0「

勞
働
問
妞
及
、ぴ
我
赞
敎】

站

一

號

r
r



a

 

ニ 
ニ〕

雜

錄

ノ

ノ

ッ

デ

>

)v
僧
正

ふ
は
不
可
能
<£
.爲
れ
り
。
是
ょ
()
'
も

离

に

悲

む

可

く

$
. 

に

悼

む

可

き

も

：の

办

o

得
可
き
や
。

「

こ
は
現
代
の
歐 

。

羅
巴
を
通
じv

開
か
れ
た
，る
奴
_
-f
t
r場
な
b
、
而
し
て
.

:

を
は
五S,

が
賢
明
な
る
自
泔
S
員
及
び
吾
が
仁
慈
な
る
共 

:

濟
組
合
主
義
に
由
り
^:
.形
成
せ
ら
れ
た
る
理
論
に
基
き 

,:

て
支
配
さ
れ
つ
>あ

る

5

6
」
(

同

*

ー
ー 十
頁)

。

然
ら
ば
此
の
勞
働
階
級
の
不
幸
な
る
狀
態
を
誘
致
せ 

る
原
因
は
何
ぞ
？
あ
ら
ゆ
る
他
の
も
の
を
も
支
配
せ
る 

!

主
要
な
る
原
因 

一|

個
あ̂
^

。: :
,

お
ら
ゆ
る
勞
働
.の
圈
結
的 

.

ff
i

織
の
抑
®

及
び
大
工
場
制
度
の
®
逄
を
招
救
せ
る
機 

.

.械
使
用
の
不
斷
の
增
加
是
なb

。
.
道
般
の
原
因
は
自
己 

の
小
資
本
を
使
用
し
、
彼
れ
等
g
身
'の
®
め
に
勞
作
す
，
 

.
る
_

人
の
數
を
減
少
せ
し
め
、
延
ぃて
赁
銀
勞
»

*

の 

:

數
を
墙
加
せ
し
め
た
る
な
り
。_
大
部
分
，

「

共
濟
紙
合
主 

義
の
先
達
ヽ
大
資
本
家
、
合
理
虫
籤
の
敎
授
及
び
富
.寧 

:

の
食
草
に
礙
應
せ
ら
れ
、
锻
れ
等
の
利
益
の
爲
め
に
ほ 

;
.

々
ま
張
せ
ざ
る
を
得
ざ
る
通
俗
作
潘

」

.

ょ
り
|成
る
自
申 

,

黛
は
終
始
虛
妄
な
る約

！
！

を
以
て
人
民
を
欺
痛
し
つS

こ
兆
の

.

「

勞磡仰妞及、
び恶齊敬

」

.第
一
城
ニ
三

.あ
も
な
k 

:

(

同
#
ニ
十
三
頁)

0'
;「

未
だ
何
等
の
隙
窖 

を
も
設
け
ら
る
、

Z

<£
な
く
、
而
し
て
何
人
も
#
て
之 

を
_
限
，サ
ん
と
企
圖
せ
る
乙
ビ
な
&
自
^
職
業
及
び
自 

出
勞
働
の
弊
害
は
紐
合
組
«
の
弊
害
ょ
り
も
遙
に
民
雜 

.に
取
り
て
^
險
«
る
^V

J

?:
脅
.吵
し
^
可
しt(ll̂

替
料
三

!

十
頁)

。

i
「

自
由
黨u

rt
1
り
て
提
喂
せ
‘ら
れ
た
る
救
濟
策
は
過 

\

て
る
原
則
に
基
礎
を
®
く
も
の
な
り
。
人
々
の
間
に
#

™
す
る
不
；半
等
は
颇
る
大
な
り
。
あ
ら
ゆ
る
其
の
自
然
的 

|

及
び
社
會
的
不
.屯
等
の
儘
に
人
類
を
常
住
の
競
^
の
渦 

\

中
に
.投
じ
て
願
み
ず
、
あ
ら
ゆ
る
保
護
の
手
段
を
撒
廢 

\

す
る
は
是
人
道
に
背
反
せ
る
罪
惡
な
b」

。勞
働
漭
に
取 

一
6
.て
は
自
凼
は
堪
な
る
愚
弄
に
過
ぎ
す
、
即
ち
そ
は
彼 

ブ
れ
が
其
の
勞
働
を
最
小
の
勞
■
に
對
し
て
提
供
す
る
か 

,

茬
し
く
は
其
の
勸
務
に
對
し
て
何
等
の
所
要
#
せ
ざ
る 

'
 

I場
合
に
は
空
し
く
餓
死
す
る
か
の
瓢
れ
か
ょ
^
v
s
^
i
な 

る
に
-#
す
る
が
故
な
り
。(

同

僧

正

著liberalisms, 

socialisis 

u
n
d

 C
h
d
s
t
e
n
t
h
u
m
.

一
 

千
八
西
七
十I

年
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R

 

3
基

1
12 .
日
版
ニ
十
11
參
照)

。

へ
"
五

.
:
.
：

.

.

.

 

.

然
れ
^
も
基
督
敎
_
會
主
_

の
代
表
者
は
是
に
.至
つ 

て
社
會
民
主
黨
の
首
領.ビ
其
の
主
張
を
異
に
せ.ざ
る
を
；：
 

得
す
。
：：：後
激
に
從
へ
ば
、
勞
働
階
級
は
當
に
其
0,
土
に
^̂ 

「

现
世
へ
の
敎
會
力
.
建

賞

せら

れ

，
ざる
?:

得

ざ

る

厳

」

：
な
一

 

b
。
而

もK
e
t
t
e
i
e
r

に
據
れ
ば
、
«
會
の
.安
寧
及
び
幸： 

福
を
確
保
せ
んVJI

せ
ば
、
各
は
須
ぐ
聖Pe
t
e
r

の
燧
の
一 

上
に
恶
礎
を
歡
か
ざ
る
可
ら
す
。
眞
の
救
世
主
は
基
督
，

； 

を
描
きV

復
た
党
む
可
ら
ざ
る
ぼ
り
。

V
.

fj
:
龠
の
各
方
而
に
於
け
务
唯
物
的
傾
向
に
.對
す
る
消 

靡

劑

と

し

て

、
：

31
に
高
遠
な
る
遡
想
を
承
認
せ
し
む
る 

に
依
b
て
の
み
ヽ
觸
り
菩
が
勢
働
交
明
は
其
の
敗
滅
ょ 

&
救
は
る
、
を
得
る
な
り
。
未
來
の
生
活
に
對
す
る
希 

M
の
み
"
.獨
り
現
世
^
生
涯
.に
於
て
全
然
11
1
に
幸
福
な
. 

る
運
命
を
期
待
す
る
能
«.
ざ
る
嚴
大
多
數
の
说
衆
を
し 

て
其
の
現
在
の
生
#
§

を
容
認
せ
レ
め

得
可
き
も
の 

な
彼
れ
等
を
し
て
欣
然
生
活
の
業
に
從
事
せ
し
む

谘

十

ニ

怨
C

ニ
三

雜

錄

ハ

ノ

-ソ
デ
>
シ
僧
疋

る
も
の
.は
基
督
敎
徒
的
堅
忍
.の
意
志
に
し
て
、
社
會
的 

法
則
の
.器
減
的
勢
力
に
ぁ
ら
ず
。
*
督
敎
に
*
り
て
敎 

え
ら
る
、「

愛」

は

「

粉
碎
せ
ら
れ
た
る」
社
會
的
M 

子
の
堪
純
な
る
外
部
的
結
合
が
實
現
す
る
能
■は
ざ
る

所 

の
も
の
、
即
ち
眞
に
_
固
た
る
®
礎
の
上
に
立
て
る

共 

同
組八！：

の
組
織
を
成
就
し
得
可
き
結
合
力
た
る
'も
の
'な 

b

o
自

ヽ

秩

序

、
.芷
義
及
び
慈
悲
に
關
す
る
神
の
法 

則
は
克
.f

私
有
財
産
の
》
界
及
：び
個
人
に
對
す
る
社
會 

の
要
求
を
嬲
整
し
、.
苦
し
く
は
當
者
の
利
益
及
び
贫
考 

の
*
利
を
嫌
雛
す
る
を
得
る
な
^

 ̂

宗
敎
的
訓
練
の
下
に
在
6

て
自
助
及
び
0
修
は
初
め 

て
善
福
を
導
く
可
き
カ
ビ
爲
り
、祝
福
た
る
を
得
可
し
、
. 

然
れ
ど
も
之
無
く
ん
«'
彼
れ
等
は
身
勝
平
、
身
*
負
に 

酸
し
て
屢
々
炎
厄
を
*
す
可
き
*
ビ
爲
b
ハ
呪
a
ミ
化 

す
る
^
至
る
、

之
を

®
す
る
に

、
無
制
限
な
る

0

^

 

0

の
炎
殃
は
基
督
敎
的
ね
愛
の
發
動
に
依
b
て
縱
令
全 

然
排
除
し
得
ざ
る
ま
で
も
、
少
く
ビ
も
之
を
«
?|
|
し
#' 

可
し
。
‘

其
の「

勞
働
叫
題
及
ぴ
装
督
敎

」

第
一
號
，

一
ニ
三



邾

十

ニ

饴

(

ニ

1

四)

雜
錄
ケ
ク
デ
レ
ル
傲
茈
と
兆
の
っ
勞
働
卯
題
及
び
蓝
啊
欲

」

第

！號

 

一二四

’

11
:
會

主

義

者Saint- 

Simon..

曾
て
其
の
臨
終
に
，.際
. 

し
て
日

く「
記
せ
ょ
"
大
事
業
を
行
は
ん
が
爲
め
に
は 

汝
は
熱
誠
を
有
せ
ざ
る
可
ら
：ざ

る
乙

•
?を」

と
。
 

K
e
t
t
e
i
e
r

僧
正
は
祉
會
を
高
上
.し
改
新
せ
し
む
可
き
* 

杆
と
し
て
基
#
敎
的
寬
仁
の
力
を
指
示
せ
A
。
彼
れ
は 

加
特
カ
敎
會
に
於
け
る
_
己
儀
牲
の
精g

及

び

年

々

.
宗

} 

敎
的
用
途
の
爲
め
に
醵
出
せ』
る
、
巨
大
な
る
金
額
を 

援
用
し
、
而
し
て
社
會
的
目
的
妃
對
す
る
任
意
的
献
身 

の
努
力
に
基
け
る
同
：

一

行
爲
に
依
賴
せ
ん
乙
と
を
期
せ 

ぅ
。「

あ
ら
ゆ
る
俗
界
權
カ
の
命
令
は
決
し
て
彼
れ
等
の 

み
を
以
て
人
辟
81
*
會
の
癌
«
*
癒
治
し
#
る
も
の
.に
.あ

へヾ 

ら
ず
。
，敗
#
敎
的
慈
善
の
み
-
，
獨

办

有

效

な

る

®

藥

と
 

し
て
玆
に
現
る 

>を
得
る
*
:!
)」VJ。 

| 

「
，

自
曲
黨
員

は「

自
助」

；:

を
說
.き
？
人
民
の敎
育
を
說 

き
、
：
而
し
て
敎
會
及
び
僧
徒
に
_

6
て

與

へ

ら

る

、
施
 

，
榆
を
嗤
笑
す
る
の
傾
あ
，ヶ
、
彼
れ
等
が
淺
薄
な
る
喺
理 

主
義
は
基
#
敎
及
び
敎
會
の
敎
條
の
超
©
然
的
方
而
を 

諒
錄
す
る
Z
ビ
ff
i
は
ざ
ら
し
め
た
う
。

「

自
肋」

に
關
す

る
巧
緻
を
極
め
た
る
談
話
も
、.

終
に
勞
働
潘
を
し
て
彼 

れ
等
の
境
遇
が
羨
望
の
價
値
汾
る
，j

ミ
を
？

せ
し
ひ 

冬
と
な
か
る
可
し
メ
不
信
な
を
自
由
主
*
の
學
說
も
決 

しV
.

彼
れ
導
の
狀
態
を
し
て
其
の
俯
主
の
そ
れ
ヾ」

此
«
 

す
る
を
妨
ぐ
る

'こ
ど
非
ざ
る
、̂

し
。
基
督
敎
の
み
獨
り 

能
く
其
の
崇
高
な
る
敎
彻
を
以
て
勞
働
者
を
し
て
彼
れ 

が
苦
難
な
る
生
'活
に
顺
服
せ
し
め
、
而
し
て
彼
れ
を
導 

きV

何
等
の
抗
拒
な
く
し
て
肉
體
的
勞
働
に
伴
へ
る
ぁ 

ら
ゆ
ふ
苦
楚
を
容
認
せ
し
む
る
の
カ
ぁ
る
な
り
。
即
ち 

勞
働
满
を
し
て
基
督
敎
の
原
則
を
«

®
せ
し
む
る
は
、
 

旋
て
又
彼
れ
等
を
し
て
社
會
に
於
け
る
人
間
の
眞
の
位 

©
を
決
定
せ
し
む
る
も
の
は
心
性
の
如
何
に
し
て
社
會 

的
地
位
に
ぁ
ら
ざ
る
こ
ビ
を
記
憶
せ
し
め
、
凛
然
た
る 

丽
忍
ヾ」

不
撓
の
»

«
と
を
以
て
生
活
の
觐
難
を
忍
受
せ 

し
む
る
を
^
る
な
り
。
然
れV」

も
自
由
主
美
潘
に
由
.

GV 

て
援
用
せ
ら
る

yM

と
頗
る
多
き「

自
助」

及

び「

入 

間
の
權
威」
は
彼
れ
等
の
桎
梏
の
苦
惱
を
毫
も
輕
減
す 

る
に
資
す
る
こ
ど
な
き
も
の
な
リ
。
國
家
が
K
衆
に
對

し
て
施
し
.
つ

，、

あ

る

無

信

仰

的

敎

育

は

m

に
.彼
れ
等
の
な
き
賃
銀
勞
働
者
に
對
し
て
は
何
等

s
数
用
あ
る
こ
ビ 

怨
|1
4
を
し
て
*>
々
大
な
ら
し
む
る
も
の
に
過
ぎ
ず
。
富

な

し

。
如
之
、
共
同
組
合
の
和
益
は
^
に
一
時
^
の
效 

.め
る
不
信
考
は
現
世
の
，幸
福
ビ
安
逸
S
に
其
の
滿
足V

.

果
を
有
す
る
を
得
る
に
過
ぎ
で
#
働
者
の
狀
燶
は
是 

快
樂
匕
を
党
む
可
き
も
、
然
‘も
彼
れ
が一

度

勞

働

者

ょ

•に
_
む
て
毫
名
改
善
せ
ら
る
、
乙
と
な
き
方
6
°
彼
の 

神
及
び
其
の
子
耶
蘇
*
蕾
に
對
す
る
飛
れ
等
の
信
仰H

e
r
m
a
n
n

 

Schulze-Deiitzsch 

S
へ
、
不
識
の
間
に
此 

を
刹
奪
せ
んVJ

努
む
.る
時
は
、：_
れ
ば
不
知
の
間
に
彼
.
の
糚
組
合
の
利
益
が
全
然
相
對
的
の
も
の
た
る
こ
と
を 

れ
等
を
驅
つ
て
自
暴
自
棄
に
陷
ら
し
む
る
も
の
な
ら
。

.
吿
白
せ
办
。

,
,
:勞
働
者
の
共
同
組
合
は
單
亿
贫
.弱
な
る
結
.果

を

與

ふ

K
e
t
t
e
l
;

の
.意
見
.に

據

れ

ば

、

、過

激

黨

は

少

く

と

も
 

」

る
に
過
ぎ
ず
0.
辛
じ
て
*
の
最
も
緊
切
な
る
欲
望
^
si
自
*
黨
ょ
り
1
史
に
論
遡
的
な
る
も
の
な
り
、
而
し
て 

ず
る
に
足
る
勞
銀
に
_
贫
す
る
勞
働
者
は
、̂

色
1

;

L
a
s
s
a
l
l
e

は
獲
忍
な
る
眞
實
性
を
以
て
勞
働
階
級
の
悲 

頗
る
明
«
こ'1&
證
ぜ
る
.
：が

如

く

、
-
此

の

種

の

組

合

に

對

j

慘
な
る
墙
.涯
を
描
出
：せ
る
點
.に
於
て
稱
讃
に
値
す
る
も 

し
^
等
の
利
益
を
も
發
見
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
可
し
。.

一
の
な
b

:°
然
れ
ど
も
^
主
が
社
會
主
_
湛
は
彼
れ
等
か 

信
用
組
合
は
箪
に
其
の
規
模
は
如
何
に
小
な
る
も
兎
に
一
財

產

權

を

拒

否

す

る

.
に

於

て

ヽ

靈
大
な
る
錯
誤
U

陷

，れ 

き

.龙
の
生
產
的
企
槳
^
經
營
す
る
の
地
位
；2:

在
る
者
る
も
の
な
ぅ
。：私
有
財
産
は
自
然
法
及
び
之
を
支
配
す 

'に
&.
ト
て
利
用
し
得
可
き
0
み
、
«
銀
勞
働
潘
は
是
等
、
る
永
久
不
變
必
原
則
に
基
礎
を
有
す
る
も
の
な

^
。
財

. 

の
a
織
に
由
ぅ
て
何
等
の
利
益
を
も
.享
受
す
る
乙
^
能
產
の
不
卑
等
は
堪
能
及
び
資
質
め
不
平
等
ょ
り
生
す
る 

は
ず
。
原
料
.購
入
の
組
八
ロ
に
關
し
i:
•も
亦
同
.一
の
1&
を

自

然

の

結

架

な

：り
。
然
る
^
國
家
饿
餓
大
學
-1
;
於V

唯 

作
す
を
#
す
し
o
'皮
れ
等
は
有
形
物
を
供
給
す
る
こ
ビ
物
論
を
敎
授
す
る
を
許
し
、
而
し
て
靑
年
を
し
て
懷
疑

第
卜
二#

(

r
laL)

n

0

ナ
少
デ
ソ
ル
僧
亚
と̂
の「

勞
働
即
鹿
及
、び
装
啊
教

」

箱
ー
號 

ー
ニ
玉



第
十
二
您

c

rI

六)

雜錄かタ
テ

V
)v
傲
正
と
其
のr

勞
働
卯
诞
及
び
春
数」

笫 一
！
！

的
思
想
に
長
讼
し
む
る
が
故
に
、
財
產
權
並
に
之
を
支 

配
す
る
諸
法
則
は
共
に
舉
純
な
る
人
爲
的
の
制
度
に
外 

な

;?
>
ざ
る
を
承
認
す
る
の
已
む
な
き
に
至
ら
し
む
。
然 

::

ら
K
國
家
は
：無1

©
な
：る
人
民
ょ
り
成
る
多
數
が
所
有 

者
の
資
產
に
對
し
て
權
刹
を
主
張
し
た
る
時
、
焉
ん
ぞ 

克
く
之
を
杭
拒
し
得
可
き
。
即
ち
今
やt

切
の
開
題
は 

擧
げ
て
多
數
決
に
委
せ
&
る
、
が
故
な
り
。
若
し
近
代 

の
諸
國
家
が
眾
に
多
數
の
«

㈣
の
み
を
承
認
す
可
しVJ 

せ
ば
、
無

j

物
な
る
も
而
も
多
數
を
形
成
す
る
貧
说
は 

何
M
故
k
道
個
多
數
の
*
利
?:
財
產
の
修
正
に
«
用
す
，
 

る
を
#:
'ざ
る
か
。
自
由
鐵
及
ひ
太
，學
の
敎
»
ょ
り
之
t 

«

察

す

：
れ

ば

L
a
l
e
.

に
*

&
て
提
唱
せ
ら
れ
た
る
方 

，
策

は

毫

も

不

當

の

も

の

に

非

ざ

る

な

b

。~

然
れ
ど
も
神 

を
信
ず
る
漭
は
多
數
の
決
■
が
決
定
の
權
カ
を
有
す
る 

や
资
や
を
Il
y
ff
ijyj

し
て
考
M
す
る
J
す
ら
な
き
な
-

Cs

。

遮

莫

、

财

產

權

ビ

»

も
‘其

：の

限

界

を

有

す

。「

加

特

カ
 

敎

の

神

學

潘

は

財

產

權

は

之

を

饑

餓

の

危

機

に

*

せ

る 

(extrema necessitate)

人

頓
词
胞
を

虛

ぐ

る

の

點

に
ま

一m

ハ

で
擴
張
す
る
こ
ビ
能
ば
：ざ
る
を
說
く
に
於y

悉
く 
ニ
致v 

す
。
こ
は
明
か
に
神
學
及
.び
宗
敎
が
如
何
に
儘
大
な
る 

影

響

を

财

產

權

の

上

：

に
：：

及

ぼ

す

や

を

.示

す

も

の

f

し 

Die Arbeiterfrage

七
十
八

及

び
八
頁)

。窮
民
は

抉
助 

を
受
く
る
の

.權
利
を
有
す
：、
而
し
て
國
家
は
是
に
曲
り 

一
て
毫
も
財
產
權
を
侵
害
す
る

Z

と
な
く
し
て
收
M
管
區 

及
び
所
有
翁
に
救
贫
率
を
課
す
る
を
得
る
な
6
。
而
も 

國
家
に
し
て
道
般
の
限
界
を
踰
越
せ
ん
か
、
を
は
掠
« 

|

の
罪
を
犯
^
こ
と
ヒ
爲
る
：可
し
。
略
言
す
れ
ば
‘國
家
は 

勞
働
階
級
を
饿
死
ょ
り
救
ふ
が
爲
め
に
人
民
に
課
稅
す 

る
を
得
る
も
、
而
珞
軍
に
勞
働
者
の
狀
態
を
改
善
す
る 

の
目
的
?:
以
て
之
を
行
ふ
可
ら
ず
。
然
る
に
敎
會
は
國 

家
の
”
ふ
可
ら
ざ
る
所

f

の
' を
行
ふ
の
能
力
を
有 

一
す
'

•
人
問
の
活
動
に
し
て
若
し
法
官
及
び
收
税
班
の
ま
張 

せ
ざ
る
を
得
ざ
る
合
法
ま*
の
^

B
な
る
限
界
內
-K
制 

眼
せ
ら
れ
ざ
る
を
#
す
と
せ
ば
、
そ
は
當
に
其
の
名»
 

を
す
&
値
せ
ざ
る
も
の
衣6

 ̂

o
.あ
ら
ゆ
る
人
間
の
JJ
1
義

め
上
に
高
く
_

*0
;1
£
籤
は
立
て
り
、
而
し
て
人
は
是
に 

促
つV

彼
れ
自
身
の
.
H
*內
に
fl
l
官
を
見
出
し
、
而
し 

て
彼
れ
が
神
聖
な
る
義
務
と
思
惟
し
れ
る
ー
定
の
慈
善 

.的
W
業
を
成
就
す
る
な
9

。:
現
代
に
於
て
宗
敎
的
啟
心
ベ 

は
次
第
に
雜
弱
ビ
爲
り
、

「「

而
し
て
之
に
代
る
可
き
課
税 

，及
び
强
制
の
錯
線
せ
る
制
度
を
案
出
す
る
の
必
耍
を
見 

る̂
に
^
^
/
斯
く
て
殆
ズ
總
て
の
國
家
の
敗
滅
を
激
成 

し
、
而
し
て
S

!:
L
]意
志
及
び
:*
人
的
任
意
の
餘
：地
を
殘 

^

>
る
^

至
れ
み
。
 

、

L
a
s
s
a
l
l
e

が
生
康
組
合
ゆ
正
に
勞
倒
者
の
^
^
を
し 

て
其
の
：不
安
定
の
碑
度
を
：減
进
し
め
、
而
し
て
之
を
幸 

な
，ら
し
む
可&
最
確
實
、
最
公
正|,且
つ
，最
有
效
な
る 

:
.
.
手
段
，̂
る
も
の
な
ぅ
。'.

〗

..然

..れ

ど

も

服

の

H
u
b
e
r

の
*

55̂

/

ぐ
道
般
の
紐
合
を
劍
設
ず
る

，

に
要
す
る
資
金
を
所
謂 

，

「

勞
銀
の
鐵
則
し
に
支
配
せ
ら
れ
て
僅
に
其
の
W
.
冷

の

生 

海
の
爲
め
に
嚴
密
に
必
要
な
る
も
の
を
獲
得
す
る
に
過 

ぎ
ざ
る
勞
働
者
の
間
に
募
集
し
得
可
わ
と
期
待
す
る
は 

S

^

o

彼

：
れ

等

が

菩

財

：は

極

め

，
て

僅

少

且

：，っ

不

尤

分

.
に

し

て、
軍
に
小
規
模
夂
#
け
る
組
合
の
基
#

^
る
に 

適
す
る
'に
過
ぎ
す
、|
而
し
て
彼
れ
等
が
救
濟
せ
ん
乙
と 

を
企
圖
す
る
害
惡
の
範
圓
に
比
し
セ
何
等
實
除
汛
效
凡 

を
有
せ
ざ
る
も
の
な
り
。
而

し

て

.X
國
家
の
救
助
に
之 

を
阪
賴
せ
ん
と
す
る
は
個
人
的
#
意
に
信
賴
す
る

Z

と 

雜
き
を
示
す
も
の
な
り
。
生
產
の
共
同
組
合
は
饪
意
的
，
 

寄
附
行
爲
に
由
り
て
備
辨
せ
ら
.れ
た
る
資
力
を
有
す
る 

敎
會
に
依

b
て
振
興
せ
し
め
ら
る
可
き
も
の
な
&
、
斯 

く
て
そ
は
#
つ
て
過
る
こ

ミ
な
き
基
督
敎
的
義
務
の
情 

.
操
に
飯
ふ
る
に
*

&
て
助
長
せ
し
め
■
可
き
な
り
。
郯 

馬
敎
會
は
過
去
に
於
て
宗
敎
的
情
熱
に
激8

せ
ら
れ
て 

僧
院
を
劍
設
し
、
又
是
に
寄
進
す
る
の
：貴
族
を
見
^

& 

o 

現
在
に
於
て
も
信
徒
の
寄
附
行
爲
に
依
ぅ
て
生
產
祖
合 

の
發
逄
を
見
ん
乙
と
を
.期
，圖
し
得
ざ
る
の
理
_
あ
ら
ん 

や

。

社

會

，の

#

權
階
級
を
し
て
聖F

r
a
n
c
e
s
c
o

及
び
聖 

E
i
s
a
b
e
t
h

の
態
度
を
學
ん
で
、
贫
民
に
對
す
ゐ
基
#
 

敎
徙
.

：

の

義

務

を

十

分

.
に

認

識

せ

し
む
る
は
國
家
»
«
纪 

於

け

.る

幾

多

の

瘡

瘐

を

癒

治

す

る

所
以
た
る
な
り
。

筋

卜

ニ

怨

(

ニ1

七)

雜

錄

夕

ツ

，テ
レ
ル
僧
：止
と

-3
1

;
-の「

勢
働

!|
(
1歸
及
び
迪

^
敎」

第
ー

-n
一
二
七



第

十

二

怨

(
h
i

八
，

)

雜
錄
ク
ッ
テ

>
)̂
«
止
と
邡
の「

勢
微
胆
及
ぴ
茲
脊
敎」

黹

ー

號

1

二
八

. K
e
t
t
e
i
e
r

僧
正
叫
ん
で
日
く

「

大
慈
悲
4
る
神
ょ
、 

願
く
は
直
に
.生
產
組
合
の
組
織
が
勞
働
階
級
の
幸
福
の 

爲
め
に
繁
榮5:
來
す
可
&

»
督
敎
の
土
に
、
其
の
實6

. 

多
き
思
想
の
鋪
子
を
播C
可

き

入

々
を
«
起
せ
し
め 

ょ」

.

VJ (

同
書
11
0

十
12
9

1
五
頁)

。

'

.

六

.
L
a
s
s
a
l
l
e

に
曲
り
て
喚
起
せ
ら
れた
る
激
動
が
鎭
靜 

し
た
る
後
に
於
て
も
勞
働
階
級
の
境
遇
を
改
善
す
る
が 

爲
め
に
進
ん
で
協
力
せ
ん
と
す
る
.

Ketteier

の
希
0
は 

決
し
て
減
ず
る
こ
ビ
な
か
-
^
&
。

1

千
八
百
/1
<

+

%

 ̂

七
月
ー
1十
五
日
、
彼
れ
はGebefrauen 

.
に

於

け

る

勞
 

働
潘
の
集
會
に
臨
み
て
演
べV

日

ぐ「

路
働
潘
を
し
て 

宛
然
一
個
の
堪
純
な
る
生
產
カ
、
ニ
，器
械
の
如
く
に
、
 

そ
が
彼
れ
を
被
墩
す
る
ま
で
使
用
し
徽
す
資
本
の
罪
は 

自
ら
»
滅
せ
し
め
ら
れ
ざ.，る
.
.可
ら
ず
。....
是
實
に
*
の
褒 

:壞
せ
し
め
た
る
勞
働
階
_
:に
對
す
る
犯
罪
次
り」

ビ
。而 

し
て
彼
れ
は
恰
も
1

邑̂
1€.其
の
人
に
等
し
き
氣
勢
を 

以
て
菩
が
现
代
の
產
業
組
織
に
生
起
し
つ
、
あ
る
資
本

、
の
：
暴

虐

を

痛

駡

せ

&

0
'.
_
:
:
'
,
:
.
.

遮
莫
時
の
經
過
も
失
意
挫
折
も
彼
れ
が
庶
说
に
對
す 

る
强
烈
な
る
愛
情
と
現茌

：：

の
不
正
及
市
民
の
支
配
に
從 

麗
：す
る
の
程
度
と
を
減
殺
し
得
可
&
將
來
に
對
す
る
其 

の
信
仰
と
を
薄
弱
な
ら
し
む
る
こ
^
能
は
ざ
ぅ
し
^
雖 

| 

も
、
彼
れ
が
其
の
著 

D
i
e

 

Arbeiterfrage 

u
n
d

 

das 

•pr
is

.??
n
t
h
u
m
.

を
出
版
し
^
る
一
千
八
百
六
十
四
年
の 

交
に
於
て
有
し
た
る
.希
窺
は
次
第
々
々
に
消
滅
す
る
R 

至
れ
A
。
彼
れ
の
抱
懐
せ
る
加
特
カ
夜
的
樂
觀
主
義
、

.
信
徙
の
慈
善
心
に
對
す
る
其
の
信
仰
は
日
々

の
失
意
に 

I

K
迫
せ
.ら
れ
て
漸
次
消
滅
す
可
き
運
命
を
有
し
た

6
。

\

縱
令
被
れ
は
仍
ほ
社
食
間
題
に
關
し
.
て

論

述

す

る

^

息 

j

め
ず
、
而
し
て
永
く
之
に
興
味
を
有
し
た
&
と
離
も
、
 

彼
れ
は
決
し
て
®
び
其
の
當
初
の
«
畫
を
主
張
す
る
こ 

vj
な
か
ぅ
き
。
而
しV

後
年
國
家
的
干
渉
に
依
賴
し
、
 

政
府
の
銳
意
な
る

行
®
及
び
§

上
の
拨
助
に
依
る
の 

外
他
に
救
世
，の
有
效
な
る
方
策
を
認
め
ざ
る
眞
の
加
特 

カ
敎
.社

會

輿

の

組

難

せ

ら

れ

た

る

時

"

當

然

自

己

の

利

益
、
否
、
自
已
の
特
權
を
も
擁
譴
す
る
の
必
耍
に
驅
ら 

る 

> が
爲
め
^
、
自
ら

保

守

の

態

度

を

棄

つ
る
能
は
.ざ 

も

治

教

墙

級

.の

個

人

的

發

意

^

避

度

の

信

仰

を

傲

ぐ

J 

&
も

勞

働

g

M
の
解

释

上

H
に
危

險

な

る

も
の
^
在
し 

，

ざ

る

可

し
S

の
確
：信

.は
晚

年

に
及

ん

で

漸

く

&

れ

を 

補
ふ
る
に
至
り
し
も
の
な
る
可
き
か
。

,,
:

o :(

:+
:一
 

一

月
十
一
日
夜 

ゾ
 

(

'附
記)

本
篇
屮
I:
關
說
せ
る

Lassalle, H
&
f
e
l
d

夫

人

及

'ひ 

H
e
l
e
n
e

 

v
o
n

 D
5
n
n
i
n
g
e
s

0'.

關
係
|-
就
き
て
は
：|
3て
木
|
|上
1: 

連
載
せ
ら
れ
た
み
小
娘
敎
授
の「

'フ
ェ
か
デ
ナ
シ

.ド
。
ヲ
少
サ
ル 

,:
と
.獨
逸
勞
働
港」

|-
姅
か
な
吵
。
へ：

.
:
-

倫

敦

時

代

の

：K
a
r
l

 

M
a
n
e

 

.

.
阿部秀助

以
下
の
論
文
は
现
時
獨
逸
曹
論
界
の
雄
將
で
わ
る
H

 

lian H
a
r
d
e
n

 

の s
e
z
u
k
u
n
f
t

 Jabrgang, X
I
X
.

 N
r

 3
,

所
載
..

0 ,
緣
肩
の
經
濟
摩
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